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和
田
自
治
会
の
歴
代
会
長
な
ど
、

よ
り
活
動
的
な
メ
ン
バ
ー
で
組
織

す
る
「
和
田
の
里 

み
ち
く
さ
の

会
」
は
、
地
域
に
あ
る
人
材
と
竹
木

な
ど
の
資
源
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
運

営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
で
あ
る
「
竹
細
工
」
は
、
昔

な
が
ら
の
竹
と
ん
ぼ
や
カ
ブ
ト
ム

シ
な
ど
自
分
で
物
を
作
る
楽
し
み

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
指
導
す
る
地
域
の
人
達
と
の

交
流
が
楽
し
み
の
１
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
竹
細
工
の
ほ
か
、
う
ど
ん

打
ち
や
茶
摘
み
体
験
な
ど
、
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
「
和
田
地
区
を
知
っ
て
も
ら

う
」
、「
地
域
の
人
と
交
流
し
て
も
ら

う
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
田
地
区
に

元
気
（
活
力
）
を
与
え
て
い
ま
す
。 

   

竹
細
工
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ 

ム
に
よ
り
、
独
自
の
活
力
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
和
田
自
治
会
で
す
が
、

地
区
外
の
多
く
の
人
た
ち
に
「
知
っ

て
ほ
し
い
」
、「
来
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
２
つ
の
新
し
い
事
業

展
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

休
日
に
は
、
陣
馬
山
の
峠
を
越
え

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
客
が
多
く
、
和
田

地
区
は
そ
の
麓
に
あ
り
な
が
ら
通

過
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
急
勾
配
を

越
え
体
力
を
消
耗
し
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
客
の
た
め
の
休
憩
場
所
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
た
ち
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
客
同
士
の
交
流
の

場
を
提
供
で
き

る
と
考
え
て
い

ま
す
。 

も
う
１
つ
は
、

山
の
保
全
で
伐

採
し
た
間
伐
材

を
使
っ
た
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
「
地
域
交
流
」

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
の
開
発
に

よ
る
「
新
し
い
産

業
の
育
成
」
が
考

え
ら
れ
ま
す
。 

和
田
自
治
会
は
、
市
の
最
北
西
部
に
位
置

し
、
地
域
の
産
業
で
あ
る
山
の
斜
面
に
切
り
開

い
た
茶
畑
と
今
も
残
る
土
蔵
が
美
し
い
自
然

と
景
観
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。 

過
去
か
ら
世
帯
数
や
人
口
に
大
き
な
変
化

は
な
い
も
の
の
、
市
街
地
へ
の
通
勤
や
通
学
に

よ
り
若
者
と
高
齢
者
の
接
点
が
希
薄
に
な
る

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

和
田
自
治
会
で
は
、
地
域
の
実
情
と
し
て
や

む
を
得
な
い
通
勤
や
通
学
に
よ
る
若
者
の
流

出
を
防
ぐ
の
で
は
な
く
、
地
区
外
か
ら
の
人
た

ち
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
活
力
の

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
を
「
和
田
の
里 

み

ち
く
さ
の
会
」
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

          

山の斜面に広がる美しい茶畑 

地域の特性を活かした 

活力づくり 

事
例
の
概
要 

特
徴
・
ポ
イ
ン
ト 

課
題
・
展
望 

団体の基礎ＤＡＴＡ 

体験・取材した職員から一言！！ 

 

取材を通じ、地域の皆さんから、豊かな自然と住
みなれた場所を守りたいという強い思いを感じ
ました。また、竹細工を体験する家族の笑顔と「ま
たいつでも遊びにおいで」という地域の皆さんの
やさしい言葉がとても印象的でした。 
（土木政策課 後藤） 

 

地域の持つ魅力・実情を再認識したうえで、将来
像を模索する和田自治会。同地区の取り組みは、
合併により多様な地域性を持つことになった本
市の地域政策の指針になるものと感じました。
（防災支援課 阿部） 

 

時代が移り変っていく中で、この地域のことを考
え精力的に体験教室など様々な試みをされてい
る姿が印象的でした。緑が深く、また茶畑や蔵な
ど非常に景観の良い地域なので、末永く保たれて
いくことを願います。（介護保険課 竹内） 

陣馬山の麓には、 

豊かな自然が残ります 

 

 

 
竹細工を楽しむ子供たち 

 


